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【研究の名称】 

糸魚川ユネスコ世界ジオパークにおけるユニバーサルデザイン化の推進に向けた基盤強化と人材育

成に関する調査研究  

 

【背景・目的】 

糸魚川ユネスコ世界ジオパークのユニバーサルデザイン化の更なる意識醸成とツアーガイドにおける

対応力向上を目的に、認定ジオガイドへの企画研修を実施し、コース設定の実現可能性を具体的に検

討するための基礎資料を制作する。それらを踏まえて糸魚川ユネスコ世界ジオ―パークのユニバーサル

デザイン化の推進方策についての検討を行う。 

 

【研究内容】 

本研究は2022年度からの継続研究であり、糸魚川地域を中心としたユニバーサルツーリズムの対

応可能性のあるジオ拠点のゾーニングや宿泊、多目的トイレ、買い物や食事等も踏まえたジオツアーコ

ースのパッケージ化した調査結果を踏まえて、更なるコースの検証とソフト面の対応充実を目指した認

定ジオガイドへの企画研修を実施した。講義及びコースでの車いす移動介助の体験を行い、その後ア

ンケート調査を実施した。さらに本研修に関わったユニバーサルツーリズム支援団体によるユニバーサ

ルツーリズムの視点からみたジオツーリズムの検証も実施された。 

 

【研究のまとめ】 

アンケート調査による認定ジオガイドの意見として、各施設の課題とともに今後の推進に向けて、行

政や観光協会の方々の研修への参加の要望や介護の仕事の経験を活かして移動介助の対応が可能

であることなど積極的かつ前向きな意見が寄せられた。総じてコースを育む内部関係者の意識の醸成

や対応力向上の意識づけにつながったことが推測される。また研修の様子は、地元紙である糸魚川タイ

ムスに掲載され、糸魚川ユネスコ世界ジオパークの普及とユニバーサルツーリズムの啓発にもつなげる

ことができた。さらに柏崎ユニバーサルツーリズムセンターによる障害当事者との追加調査によって、昨

年度の学術研究調査の補完検証が図られ、更なる改善点の洗い出しとともに介助付き旅行の実施に

向けた準備調査に結びついた。 

今後の発展課題として、ユニバーサルツーリズム支援団体、観光行政、観光協会の三者の連携強化

し、ユニーサルツーリズムの受け入れ態勢の整備に向けた相談対応のスキームを確立すること、ジオガ

イドへの継続した研修機会の確保と移動介助付きガイドの検討、車いすの方が楽しめるジオ拠点施設

の情報標記とバリア等も含めた積極的な情報発信が重要である。 
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